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記入いただく必要のあるシート2-1


 調査端末情報記入シート
 設置場所記入シート
 アカウント(ログインID) ・ パスワードリスト

記入いただく必要のないシート2-2

•

2-1_ .xlsx

8



NTT-EAST ConfidentialNTT-EAST Confidential

9



NTT-EAST Confidential

記入内容について
 電子カルテシステムの所属するネットワークとの接続では、リストアップした回線が電子カルテシステムとの接続があるか判明している場合、
「あり」を選択してください。

 電子カルテシステムの所属するネットワークとの接続が不明な回線については、以下のご対応をお願いします。
・回線として情報を追加、電子カルテシステムの所属するネットワークとの接続については当該セルを空白とする。
・シート右端の備考欄に”電子カルテシステムの所属ネットワークとの接続は不明” の旨を記入する。

3-1

•

※調査希望は、記入いただく必要はありません。
※調査希望＞脆弱性診断の欄(上部画像黄色点枠線)にて、「調査希望あり」を選択されている場合、

最新の動的IPアドレス確認にご協力いただく必要がございます。
予めご了承ください。脆弱性診断の詳細は、「別紙4_ベンダ様向け脆弱性診断説明資料.pptx」をご参照ください。 10
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記入内容について
 回線情報には、各項目について回線事業者様との契約内容を確認いただき、記入してください。

 回線の用途、システム名はプルダウンリストから選択していただけますが、当てはまらない場合は、その用途をご記入ください。

3-2

•
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記入内容について
 通信形態には、「インターネット」、「インターネットVPN」、「閉域網」、「電話回線のみ」のいずれかを選択してください。

ー 1回線で複数の通信形態がある場合、各通信形態ごとに行を分けてご記入ください。
ー「閉域網」、「電話回線のみ」を選択した場合、それ以降のグレーアウト記入欄に記入していただく必要はございません。
詳細は次スライド【補足①】を参照してください。

 グローバルIP利用には、グローバルIPアドレスを利用している場合、「あり」を選択してください。

 固定IP/動的IPには、グローバルIPアドレスについて「固定IP」か「動的IP」かを選択してください。
グローバルIP利用にて「あり」を選択した場合、必ずどちらかを選択していただく必要がございます。

3-3

• IP
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回線・機器情報記入シート記入欄

FDQNIPIP/ IPIP

VPN

•

 各通信形態を選択した場合の記入パターンは以下になる想定ですので、回線・機器情報記入シート作成の際、参考にしてください。

13
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 グローバルIPアドレスには、回線が使用しているグローバルIPアドレスをご記入ください。
プライベートIPアドレスの範囲を記入しようとすると、エラーとなります。

ーグローバルIP利用にて, 「あり」かつ「固定IP」を選択されている場合、必ずグローバルIPアドレスを入力していただく必要がございます。
「あり」かつ「動的IP」の場合、 脆弱性診断の希望があれば、実施日当日に医療機関様へご連携ください。
「なし」を選択した場合、それ以降のグレーアウト記入欄に記入していただく必要はございません。

 FQDNを利用している場合には、記入していただいたグローバルIPアドレスに対応するFQDNをご記入ください。
ー記入していただく場合、後程記入していただく回線に紐づく装置(装置①)に対応したFQDNであるかをご確認の上、ご記入ください

 FQDNを入力した場合、プロバイダ情報の記入欄のグレーアウトが解除されます。
プロバイダ情報には、プロバイダ名とプロバイダ品目をご記入ください。

記入内容について3-4

• IP
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記入内容について

 回線終端装置設置場所には、ONUやモデムなどの設置場所や設置位置をご記入ください。
棟や階数、部屋名、ラックに設置されている場合は、ラック番号、ユニット番号など、可能な限り詳しい設置場所をご記入ください。

3-6

•

※
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 装置①は、インターネット回線や回線終端装置に紐づく装置についての記入欄です。
装置②は、装置①に紐づく中で「ルーター」、「ファイアウォール/UTM」のどちらかに該当する装置についての記入欄です。
各項目について、それぞれ情報を確認いただき、ご記入をお願いいたします。※パスワードポリシー欄へのご記入は不要です。

 装置の種類にて「ルーター」を選択された場合、プルダウンリストより選択することもできます。
プルダウンリストになければ、直接ご記入ください。

 メーカーをプルダウンリストより選択した場合、一部の機種名についてはプルダウンから選択することもできます。
プルダウンリストになければ、直接ご記入ください。

記入内容について3-7

•

16



NTT-EAST Confidential

 レンタル装置には、レンタルしている装置であるか、「はい」、「いいえ」から選択してください。

 ファームウェアバージョンには、装置の種類の選択内容に対応したファームウェアバージョンをご記入ください。
この際、できるだけ実機で現在の適用バージョンをご確認ください。
実機で確認できた場合は、シート右端の備考欄に”装置①実機確認実施”、”装置②実機確認実施” の旨を記入してください。

 設置場所は、ベンダ様で把握している場合にご記入ください。
棟や階数、部屋名、ラックに設置されている場合は、ラック番号、ユニット番号など、可能な限り詳しい設置場所を記入してください。

•

記入内容について3-8
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